
研究活動
Research　Activities

各研究者ごとの研究活動を［展覧会の企画・構成］，［著書］，［論　　　研究

文1，1翻訳］，［エッセイ，作品解説など］，［口頭発表，講演な　　　国1111西洋美術館情報委員（美術情報システムの運営・改善）

ど1，「その他の活動］の7項目に分けて報告する（研究者名の五十　　　早稲田大学文学部非常勤講師，1996年4月一1997年3月

音順）。項目は研究者によって多少の異同がある。また，これは各

研究者の美術館内外での主要な研究活動の報告であり，著作目

録のようにあらゆる活動を網羅することを意図してはいない。大項　　　幸福輝／Akira　KOFUKU

目に絞った報告もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i論文］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ヘリ・メット・ド・ブレスと初期フランドル絵画における異時同図表現

河・公生／Kimi・KAWAGUCHI　　　　奮めぐって」’『国立西洋美術館研究紀要』N°’1・199飾μ9－

1論文］

「ヨアヒム・パティニール作《三連祭壇画：エジプト逃避途上の休息》　　　1エッセイ，作品解説など］

と光学機器を用いた調査」（平成7－8年度文部省科学研究総合　　　「ゴフレ＿ド．ワルス《エジプト逃避途上の休息を伴う風景》」，『国立

研究（A）－1報告書）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西洋美術館年報』No．29－30，1997年，　PP．12－14

『美術館における修復保存音K門のあり方』（鹿島財団報舗）　　「，、ルト。メウス．ブレーンブ，レフ《バラムとろばのいる海浜風景》」，

喜多崎親／Chik。，hi　KITAZAKI　　　　　『国立酢美術館年報』N°・29－3°・　19974・　PP・14－16

1著書1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「その他の活動］

『交差するまなざし　ヨーロッパと近代日本の美術』展カタログ（共　　　「クロ＿ド．ロランと理想風景」（1998年開催予定）の調査・準備

著）・1996年7月・国立西洋美術館・東京国立近代美術館（作品　　　『国立西洋美術館年報』No，29－30の編集

解説など）　　　　　　　　　　r国立西洋美術館研究紀要』N。．1の糠

i論刻　　　　　　　　　　　　カレル゜ファン゜マンデル『iヒ方画家伝』の研究
「明治洋画のイコンとナラティヴー歴史画受容をめぐる一試論」，　　　明治大学政経学部・同第二文学部非常勤講師（1996・4－1997・3）

『交差するまなざし一ヨーロッパと近代日本の美術』展カタログ，

1996年7月，国立西洋美術館，東京国立近代美術館，pp．124－　　　　　　　　．　　．
130　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越川倫明／Mlchiakl　KOSHIKAWA

「断片としてのオリエント　ギュスタ＿ヴ．モローの《聖なる象》にみ　　　［著書］

7・・，｝・1・JIIの髄」・r国立西洋美彿酬究紀要』N・・1・1996年3月・撫灘麟潔灘雅齢盤塀i盤蟹

PP・5（1－65　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo，1996（共著）

1エ・瓢綿解説など］　　　　、．、　　「論文］
新収欄・解説「ギュスターヴ゜モ゜一《聖なる象》」『蹴西洋美術　・Idi、eg。i　di　D。m，ni、。　Ti。t。，ett。、　u＿t，ib。t。，”i。　A・rte

館年報』Nos・29－30・1997年1月・PP・16－19　　　　　　　　　　　y吻θ勉，　Vol．48，1996，　PP．57－69

殿会記録「ギュスターヴ’モ゜一」・『国立西洋美術館年報』N°s・　・L。M。dd。1ena　p，nit，nt，　d，II。　Pinac。teca　C。pi、。lina　di

29－30・1997年1月・PP・26－27　　　　　　　　　　　　　　　　Domenico　Tintoretto・，　in・P．　Rossi・and・L．　PupPi（ed．），lacopo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tin　toノ’etto　nel（71taT’to　centenario　della　ln（O　1’tc7。　A　tti　del

【11頭発表，i溝演など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　com）egno　internazionale　di　Stltdi，　Padova，1996，　pp．115－ll8

講演「明治洋画のイコンとナラティヴ」・1996年7月・東京国立近代　　　「Dialogo　della　pittura　di　M．　Lodovico　Dolce，　intitolato　L・

k術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aretino：翻訳と注解（2）」，『五浦論叢』3号，1996年，　PP．1－13（共

連続講座「西洋美術史の4つのテーマー歴史画・風俗画・静物　　　著）

画・風景画」，1996年10月一11月，LC．C．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「口頭発表・講演など］

1その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ヴェネツィア絵画と中部イタリアの美術」・1996年・愛知芸術文化

『国“1二西洋美術館所蔵作品カタログ絵画・彫刻』1997年3月（編　　　センターにおける講演

集）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「美術史からみる先ネツィア」1996年，NHK文化センター横浜に

「西洋美術研究支援画像データベースと画像処理一欧米で開発　　　おける講演

された諸ツールのわが国における応用と作品研究」（文部省度科　　　「ヴェネツィア派とペンティメント」，1996年，文部省科学研究費llI

学研究費1一般研究B），1995年度，波多野宏之他4名との共同　　　間報告会「西洋美術史研究における科学鑑定法の問題」（於京都
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大学）ll頭発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アxリカの町」，「角館の田∫」，「迷宮都市」，「パリの魅力」（朝日

「ヨーロッパの都tliと美術：ヴ土ネツィア」1996年，朝日カルチャーセ　　　　新聞，1　996　“i・1　J　1　8－II日」皇載）

ンターにおける、講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「イタリア素描展」，lii日新聞，1996年4；118日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「二枚の絵」，「ステーンウェイク」，「ヴァニタス・静物×誰が袖図屏

1その他の活動1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風」，毎日新聞・日曜くらぶ，1996年4月28日

セルジョ゜ベネデソティ「カラヴァッジョ作《キリストの捕縛》：再発見と　　　「西欧へのまなざし」，『交差するまなざし＿ヨ＿ロッパと近代日本

難について」’996禰ぞ羊美術館における言薄演会の諾騰1三勿論1；雛驚瓢25，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都現代美術館，1996年

佐藤直樹／N・・ki　SAT・　　　　鷺㍊箋聾1熟％獅ズム』展カタn7“，　pp．8－

1著書］　　　　　　　　　　「記1意の遺産」，r中央公言命』，　PP．14。－151，中央公論社，1996年
購簾遠隷蕪代日本の美術』展カタ゜グ（共「角館に続く美の伝統」，rTR今IN　VERT』，　PP．6一疎日本旅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客鉄道株式会社，1997年2月号

「論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ICOM会議での報告」・『博物館研究』Vo1・32・No・1・PP・20－

「岸田劉生におけるデューラーの受容一複製画樋して見た西洋　21・財団1去人日構物館協会・1997年

古典絵画」，『交差するまなざし一ヨーロッパと近代日本の美術』　　　「ヒ野の山に出会いの場を」・『とうきょう広報』2月号・東京都制作

展カタログ，1996年，東京国立近代美術館，PP．98－105　　　　　　　報道室広報部出版課・1997年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アカデミー・ジュリアンと徳永仁臣」，『近代画説』第5号，pp，132－

「その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　136，1997年

「身体の雄弁性」展（1999年開催予定）の調査・準備　　　　　　　　　　「美術館と美術史学」，「国立西洋美術館研究紀要』No．1，　PP．5一

文部省在外研究（1996．10－1997．3）：ハンブルク大学美術史研究　　　8・1997年

所“Kobe　One　Year　Later”，　IA　PAN　ECHO，　Vo1．23，　No1，1996，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pp．46－47

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Japan’s　National　Storyteller”，／4PA？＞ECHO，　Vo1．23，　No．

高階秀爾／shuji　TAKAsHINA　　　　　　　　　　　　　2・1996・PP・49－49

「著書］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“The　Ileritage　of　Memory”，　IAPAI＞ECHO，　Vol．23，　No．4ジ

『日本絵画の近代』，青土社，1996年　　　　　　　　　　　　　　1996・PP・70－77

『世界美術大全集27巻一ダダとシュルレアリスム』（共著），小学　　　“The　Legacy　of　Endo　Shusaku”・／4　PAN　ECHO，　Vol・24，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．1，1997，　PP．72－73
館，1996年

r新版日本美術を見る眼』，岩囎店，1996年　　　融器ll鵬翻膿慧欝1ど」鵬拶蹄1鴇
『芸’術のパトロンたち』，岩波書店（岩波新書），1997年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「監修］
1論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『パリで出会う名画50』，小学館，1996年

「バロックとは何か」・「都市と建築」・「超越性と神秘性」・「宮廷美　　　『江戸のなかの近代一秋田蘭画と「解体新書」』，筑摩書房，

術」（『バツハ全集』第1巻：PP・126－135・11巻：PP・164－173・7巻：　1996年

Pp・142－151・　9巻：PP・15°－159・小学館・1996年　　　　r絵画の明治一近代国家とイマジネーシ。ン』，毎日新聞社，

「明治期歴史画論序説」・『三の丸尚蔵館年報・紀要』創刊号・PP・　　　1996年

lO9－116，宮内庁三の丸尚蔵館，ユ996年

「美術に見る東西の自然観」・『文化における〈自然〉一哲学と科　　　rインタビュー・対談・座談会］

学のあいだ』（芦津丈夫・木村敏・大橋良介編）・PP・163－179・人　　　「この人　この本一『日本絵画の近代』」著作本紹介欄でのインタ

文書院，1996年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビュー記事，河北新報他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「政治，美術，社会」（五木寛之×高階秀爾），『世界美術大全集』
「エッセイなど］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第27巻月報，PP．2－6，小学館，1996年

購譲；ンのこと」（…展）’『うえの』N°’444／1996際蹴礫山・昌男×一・r日本の美学』24

「フォルクヴァング美術館展」，山陽新聞，1996年4月4日
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「21世紀を最高に生きるために」（安藤忠雄／片倉もとこ／高階秀爾，　　　［その他の活動］

司会・木村尚三郎），『国際交流』74号，PP．2－21，国際交流基金，　　　東京芸術大学美術学部非常勤講師（1996年4月一9月）

1997年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「空の王者ブーダン」（鹿児島市立美術館「ブーダン展」特別番

「上野を日本のグランルーヴルに」（芦原義信×高階秀爾），日本　　　組）出演，KTS鹿児島テレビ，1996年8月24日放映

経済新聞，1997年1月5日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「名展覧会ベスト12〈海外編〉」，『ブルータス』9月1日号，マガジン

「インタビュー」，『TOWER』No．15，　pp．1－2，水戸芸術館友の会　　　ハウス社，1996年，　p．33

会報，1997年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「国立西洋美術館所蔵ロダン展」ギャラリー・トーク，萬鉄五郎ii己

【講演］

「これからの都市とミュ＿ジアム」，スミソニアン協会長官来日記念　　　田中正之／Masayuki　TANAKA

シンポジウム，東条会館ホール，1996年5月　　　　　　　　　　　　【展覧会企画・構成］

「情報革命と文化の未来」，日仏文化サミット’96，高輪プリンスホテ　　　「国立西洋美術館所蔵ロダン展」，1996年

ル，1996年6月

「近代版画と都市」，「近代版画にみる東京」展記念講演会，江戸　　　【エッセイ］

東京博物館，1996年8月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「『美術史を読む』ためのキーワード，解釈」，『美術手帖』，1996年

「ロダンの彫刻と日本近代美術」，「国立西洋美術館所蔵一ロダ　　　4月号・PP・136－137

ン展』，記念講演会，東和町総合福祉センター，1996年10月　　　　　「『美術史を読む』ためのキーワード，形式」，『美術手帖』，1996年

「東西の出会いの200年」，「日本絵画の西洋受容一江戸から現　　　5月号・PP・152－153

代まで」，日仏会館，1996年10月　　　　　　　　　　　　　　　　「美術史を読む，グリゼルダ・ポロック・フェミニズムと美術史」・『美

「印象派から現代へ」，水戸芸術館友の会第10回芸術講演会，　　　術f帖』・1996年6月号・PP・142－166

1996年12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「かたちの躍動，かたちの反復」，『国立西洋美術館所蔵ロダン

「東京の再生文化の視点から」，都民カレッジ丸ノ内キャンパス東　　　展』カタログ・PP・14－17

京国際フォーラム移転記念連続講演会，1997年1月　　　　　　　　　「美術館案内，フィラデルフィア美術館とメニール・コレクション（コレ

「コルビュジエと日本」，田町建築会館，1997年2月　　　　　　　　　　クターたちの挑戦）」・『世界美術大全集』第27巻・月報・小学館・

「東京が口指す文化都市」，東京都文化行政シンポジウム，東京　　　1996年

国際フォーラム，1997年2月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「作品解説・エミール・ノルデ『男・女・猫』」・毎日新聞・1996年8

「美術館の21世紀をひらく」，慶鷹義塾大学（三田）北新館ホール，　　　月4日朝刊

1997年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田辺幹之助／Mikinosuke　TANEBE

高橋明也／Akiy・TAKAHASHI 　　　　霰花』としての死の臨＿ホルバインの死の舞踏図を中心とし

1謙鱗撫。ダン展」，1996年　　　て」・「国燗櫛館研究紀要」N・・1・199711・・　PP・32－49

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1エッセイなど］
［著書」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドイツ初期印刷本の中の死の舞踏」，『書物の森へ西洋の初期

La〃0467η漉一Collections　du〃πs66ゴて）rsのy（共著）・Nihon　　　印刷本と版画』展カタログ，町田市立国際版画美術館，1996年ユO

Keizai　Shimbun，Inc．，1996　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月5日一11月24日，　PP．40－48

『国立西洋美術館所蔵ロダン展』カタログ（共著），萬鉄五郎記念　　　展覧会報告「アーヘン市立ズエルモント・ルートヴィヒ美術館蔵聖

美術館，国立西洋美術館，1996年　　　　　　　　　　　　　　　　なるかたち一後期ゴシックの木彫と板絵」，『国二、1∠西洋美術館年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報』Nos．29－30，1996年，　pp．20－21

［エッセイ，作品解説など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会報告「ゴータ市立美術館所蔵作品による宗教改革II寺代の

「西洋彫刻史の中のロダン」・展覧会カタログ『国立西洋美術館所　　　ドイツ木版画」，『国立西洋美術館年報』Nos．29－30，1996年，　PP．

蔵ロダン展』カタログ，1996年，PP．9－13　　　　　　　　　　　　　24－25

フランス地方ミュージアム巡り，（28）「オルナン，クールベ美術館」，

（29）「リヨン織物美術館」，（30）「ボーヌ施療院とロヒール・ファン・　　【講演など］

デル・ウェイデン《最後の審判》」，（31）「クレルモン・フェラン市立美　　　博物館職員講習における講義，国立教育会館，社会教育研修

術館」，『Bon　Voyαge』，　Nos．70－73，エール・フランス国営航空　　　所，1996年6月

会社，1996－97年

「画家とモデル10選」，日本経済新聞，1997年1月30，31日，2月3　　　【その他の活動］

－7日，11－13日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Interbationaler　Totentanz－Kongress，　Luzern，1996年9月（会
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議参1川）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会議第5i；liシンポジウム「美術館と画像データベース」，1997年2月

「死の舞踏」展（2000“・1iJl：1催r・定）のための調査　　　　　　　　　　「欧米における美術著作権問題とその周辺」，全国美術館会議第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121・il学芸員研修会「美術著作権と新しいメディア」，1997年3月

、1㍉島洋j’・／Yo1〈o　TERASHIMA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lその他の活動1

嚇1　、　　　　　　　　27・h　Annual　C・・f・・e・ce。f　ARLIS／UIく＆1，ela。d（A，、
『ど・して1象はつくりれたの？』（セルフガイド供著）・1996fr　　Libra・i・・S。ci。ty。f　th。　U。it。d　Ki。gd。m　a。d　I，el。nd），

『どうして像はつくられたの？』（ティーチャーズガイド／共著），1996年　　　Edinbough，1996．7（会議参IJI1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EVA’96　Lond（）n：Electronic　Imaging＆the　Visual　Arts，

111頭発表，講演など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　London，1996．7（会議参加）

「美術館教育の展望」，東京都中学校美術研究会研修会，江東　　　62nd　IFLA　General　Conference，　Beijing，1996．8（専門図書館

区、レニ第三亀戸中学校，1996年11月15日　　　　　　　　　　　　　部会調整委員会，美術図書館分科会常任委員会出席等）

「セルフガイドの制作とその効用」，長野県博物館等関係職員研修　　　「西洋美術研究支援画像データベースと画像処理一欧米で開発

会，長野県庁，1997年2月13日　　　　　　　　　　　　　　　　　された諸ツールのわが国における応用と作品研究」（文部省科学

宮崎県立美術館の学芸研修，宮崎県立美術館，1997年3月7日　　　　研究費補助金基盤研究（A），1996年4月一1997年3月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「新しい視覚情報開発のための民族誌映画の分析と活用」（国立

1教育普及活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民族学博物館共同研究，1996年4月一1997年3月）

ギャラリートーク「どうして像はつくられたの？」・1996年7月2日一9月　　　「西洋美術研究に資する画像情報資源の開発及び研究支援画像

1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データベースの構築と共有化に関する調査研究」（平成7年度文部

サブ・プログラム「どうして像はつくられたの？」，〈像のお話きかせて　　　省在外研究1995年10月一1996年7月）

あげる＞1996年7月13日・8月10日・〈仏像ファッション着付け教室＞　　　21世紀ギャラリー（仮称）建設に伴う新情報資料室設置準備

1996年7月27日・8月24日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図書資料デ＿タ遡及入力

1その他の活動］　　　　　　　　国廼衡轡美術鰭報システムの囎
旧本の美術鰍育の議研究」，ポーラ美徹興財団平成8年　国」晒洋美術館情報資料懇談会の継糊催

度助成，1997年1月．1998年　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶慮義塾大学文学部非常勤講師（1996年4月一1997年3月）

「『ものがたりの森』一子どものための美術展」（1997年夏開催予

定）のための調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪山行二／Koji　YuKIYAMA

「法隆寺献納宝物と正倉院の源流に関する調査研究」，文部省科　　　「展覧会企画］

学研究費：国際学術研究・東京国立博物館・平成8年度調査に　　　「交差するまなざし一ヨーロッパと近代日本の美術」（国立西洋美

参加（1996年12月2日一15日・ベトナム・タイ）　　　　　　　　　　　術館，東京国立近代美術館合同企画展，会場：東京国立近代美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術館，会期：1996年・7月20－9月1日）

波響宏之／Hi「°y・ki　HATAN°　　　　　「研究ノート］

難革命』（共著），大日欄1997年　　懸辮徽驚繍謙3驚禍〉」・r国
『データベース白書1997』（共著），データベース振興センター，

1997年（項口執筆）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1［頭発表，講演など］

The　dictionaipu　Of　art，　Vol．1，　London，　Macmillan，1996（項　　　「版画にみるゴヤとスペイン独立戦争」，スペイン史学会第18回大

目執筆）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会発表，1996年10月27日，明治大学（要旨は「スペイン史学会会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報」No．52に掲載）

【論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「プラド美術館に見る西洋絵画の流れ」，栃木県生涯教育センター

「美術研究支援情報資源の集中と分散一フランスにおける美術　　　主催，1996年7月

館・図書館・情報システムの特質をめぐってその1」，『国立西洋美　　　「スペイン絵画の見方」，静岡県立美術館友の会主催，1996年8

術館研究紀要』No．1，1997年，　pp．74－87　　　　　　　　　　　　　　　　月

「美術館における部門別作品収集と情報管理の一元化一メトロポ　　　「スペイン美術一聖と俗の架橋」（エルミタージュ美術館展記念講

リタン美術館アントニオ・ラッティ・テキスタイル・センター」，『ファッ　　　演），三重県立美術館主催，1996年11月

ションドキュメンテーション』No・6・1997年・PP・32－37　　　　　　　　そのほか，稜光倶楽部美術鑑賞同好会の例会で2回講演（1996年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月，1997年3月）
1口頭発表，講演など］

「フランスにおける映像関連の施設と資料」・日仏図書館情報学会　　　【エッセイ，書評など］

セミナrl997年1月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「松方コレクションを越えられるか一国立西洋美術館」，『現代の

「ヨーロッパにおける映像情報集積技術について」，国立民族学博　　　眼一東京国立近代美術館』No．498，1996年6－7月号

物館共同研究会・1997年1月　　　　　　　　　　　　　　　　フィリップ・モウルド『眠れる名画一スリーパーを競り落とせ』書評，

「欧米における文化財記録のシステム化とその政策」，全国美術館　　　『美術手帖』，1996年12月号
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1その他の活動］

『西進からのメッセージー国立西洋美術館21世紀将来構想』（共

編著，第2章と第8章第2節を執筆），国立西洋美術館，1996年9月

オーストラリア政府の招待により，オーストラリアの5都市の美術館，

研究所，画廊等を訪問し，関係者と意見交換した。1996年4月

当館寄託作品《エル・エンペシナードの肖像》（ゴヤに帰属）の調査

研究，および展覧会「ゴヤ，エル・エンペシナードとアラゴン地方に

おけるスペイン独立戦争」（サラゴーサ，サスタゴ宮，1996年11月

15日　12月15日）への企画協力・展示指導

文化庁i・：催「21世紀にむけての美術館の在り方に関する調査研究

協力者∫、議」，副座長

文化庁i三催「文化による国際貢献に関する調査研究協力者会

議」，委員

全国美術館会議　博物館法検討委員

東京国立近代美術館運営委員

三重県立美術館専門委員など
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